
住民の切実な要求を実現する議会を!
1/23 東海村議会「議員定数調査特別委員会」は2削減を確認

法
定
上
の
議
員
定
数
、
議
員
の
役
割
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か

議
員
定
数
は
、
下
表
（
１
）
の
よ
う
に
地

方
自
治
法
に
よ
り
、
人
口
に
応
じ
て
上

限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
村
の
現
在
の
法
定
定
数
は
26
名
で

す
。
東
海
村
は
、
１
９
５
６
年
の
村
発
足

以
来
51
年
間
、
定
数
は
22
名
に
な
っ
て
い

ま
す
。
当
初
の
人
口
は
、
１
万
2
千
人
弱
、

現
在
は
３
万
５
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

当
然
、
法
定
数
は
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
地
方
議
会
と
、
そ
れ
を
構
成
す
る
議

員
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
憲
法
と
地
方
自
治

法
に
基
づ
い
て
奮
闘
す
る
住
民
と
の
パ
イ

プ
役
で
す
。
二
つ
に
は
、
自
治
体
の
首
長

が
行
な
う
行
政
や
執
行
部
の
提
案
に
つ

い
て
、
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
す
。

憲
法
第
25
条
に
は
、
「
す
べ
て
国
民
は

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
を

う
け
て
地
方
自
治
法
第
1
条
の
2
は
、

地
方
自
治
体
の
役
割
を
、
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
」

と
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

議
員
は
、
議
会
で
は
住
民
の
代
表
と
し

て
、
住
民
の
切
実
で
多
様
な
要
求
や
意

見
を
と
り
あ
げ
、
実
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
員
削
減
は
、
国
の
住
民
犠
牲
に
よ
る

「地
方
行
革
」＝
「自
治
体
リ
ス
ト
ラ
」で
す
。

国
は
公
共
事
業
を
自
治
体
に
お
し
つ
け
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
膨
ら
ん
だ
借
金
の

ツ
ケ
を
住
民
に
負
わ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。い
ま
自
分
た
ち
の
地
域
、
自
治
体
は
自
分

た
ち
で
守
り
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
住
民
の

願
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
住
民
自

身
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
上
で
、

議
会
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
以

上
の
定
数
削
減
は
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
、
議
会
活
性
化
の
た
め
に
次
の
提
案
し

ま
す
。

①
政
策
論
議
を
活
発
化
し
、
条
例
・
議
案

の
議
会
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
住
民
参
加
の
議
会
を
め
ざ
し
、
公
聴
会

や
参
考
人
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

③
村
の
総
合
計
画
に
基
づ
く
基
本
計

画

を
議
決
事
項
に
す
る
。

④
村
の
重
大
案
件
に
は
、
住
民
投
票
条
例

を
制
度
化
す
る
。

⑤
常
任
委
、
特
別
委
も
会
議
録
を
つ
く
り

公
表
す
る
。

現在村議会は、総務委員会、建設

経済環境委員会、文教厚生委員会の

３常任委員会があり、各議員は必ず一

つの委員会に所属するこ

とになっています。一般的

に委員会で有効な審議を

するための人数は、７～８

人が必要と言われていま

す。今、定数の削減がな

されたばあい、重要議案

が審議不足になり、住民

の要望が議会に届きにく

くならないでしょうか。

東海村は多数の原子力関連施設が

立地し、また常陸那珂地区開発地域

内であること、さらに大強度陽子加速

器の運転開始を控えている等、他にも

増して住民の安全・安心なくらしを確保

するきめ細かで高度な行政が求めら

れています。

議会にかかる経費が多すぎるので

はないか、また、議員の数が多すぎる

などの声があります。議会は無駄な視

察や出張を控え、効率

的な議会運営が求めら

れます。一般会計に占

める議会費の割合を、

近隣自治体で比較して

みますと下表（2）のよう

になります。東海村が、

他自治体に比較して突

出しているということはあ

りません。しかし村民からの厳しいチェッ

クは当然必要です。議員報酬が多い

ようであるなら、当然減額も考えなけれ

ばならないのではないでしょうか。

議
会
の
活
性
化
で
、
い
っ
そ
う
住
民
が
主
人
公
の
村
政
を
！

表（2）. 一般会計に占める議会費の比較

自治体名 人口（人）
法定議員
定数(名）

現状議員
定数 (名）

議会費※
(千円）

一般会計に占め

る議会費割合％

東海村 35,916 26 22 220,597 1.40

かすみがうら市 45,229 26 26 240,660 1.66

行方市 41,455 26 24 72,847 1.57

坂東市 58,673 30 26 299,639 1.62

那珂市 55,069 30 26 312,591 1.78

東海村の議会と
経費の実態は？

人口 市町村の別 法定議員数

2,000人未満 町村 １２人

10,000人以上

20,000人未満
町村 22人

20,000人以上 町村 26人

50,000人未満 市 26人

表（1） 地方自治法による議員定数―（抜粋）

2007年２、３月号外

日本共産党東海村委員会

日本共産党東海村議員団
【連絡先】 電話（ＦＡＸ）

永井 一郎 029-282-2684

大名美恵子 029-284-0761

川﨑 篤子 029-282-0229
※ 議会費：議員の報酬・旅費・手当、議会事務局員の給料・手当、その他



 

 

袋 1枚 原価 売値 
45ℓ 7.2円 20円 
30ℓ 5.25円 15円 
20ℓ 3.7円 10円 

ゴミを減らすには？  危険物・資源物ゴミの混入をさけるには？ 

東海村のゴミの状況は？

ゴ
ミ
問
題
の
根
本
的
な
解
決
は
？ 

 
ゴ
ミ
が
増
え
続
け
る
こ
と
は
、
資
源
の
浪
費
や
、
ゴ
ミ
の
有

害
物
質
が
環
境
を
破
壊
す
る
な
ど
、
地
球
環
境
と
生
命
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

 

ゴ
ミ
問
題
の
根
本
的
な
解
決
は
、
罰
則
を
つ
け
た
法
律
を

国
・
環
境
省
が
つ
く
り
、
ゴ
ミ
を
生
み
出
す
生
産
企
業
の
責
任

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
第
一
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
上

に
立
っ
て
一
般
の
家
庭
ゴ
ミ
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
問
わ
れ

ま
す
。 

 

袋
指
定
「
有
料
化
」
で
目
的
は
果
た
せ
る
の
？ 

 

村
は
目
的
の
第
一
に
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
、
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
可
燃
ゴ
ミ
は
減
り
ま
す

が
、
総
量
は
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
分
別
や
リ
サ
イ

ク
ル
は
手
間
や
設
備
、
費
用
が
か
さ
ん
で
新
た
な
財
政
困
難
を

も
た
ら
し
ま
す
。 

第
二
に
、
村
は
「
住
民
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
」
こ
と
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
有
料
化
す
れ
ば
、
住
民
は
個
人
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
に
ゴ
ミ
排
出
を
減
ら
す
は
ず
」
と
い
う
考
え

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
も
っ
と
住
民
の
良
識
を
信
頼
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ゴ
ミ
の
減
量
化
は
、
住
民
が
ゴ
ミ
問
題
の
本
質
を
良
く
把
握 

し
、
何
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
十
分
理
解
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

る
の
だ
と
考
え
ま
す
。 

村
は
、
村
民
に
有
料
化
で
新
た
な
負
担
を
押
し
つ
け
、
原
価
と
売
値

の
差
額
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
お
金
で
、
住
民
還
元
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

地
方
自
治
は
、
必
要
な
予
算
を
組
み
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
本
来
の
役
割
で
す
が
、
そ
れ
に
反
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

有
料
化
を
実
施
し
た
近
隣
市
町
村
は
、
ゴ
ミ
の
量
が
い
っ
た
ん
は
減

っ
て
も
数
年
後
に
は
元
に
戻
っ
て
、
以
前
よ
り
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い

う
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

 

時
間
が
か
か
っ
て
も
、 

ゴ
ミ
問
題
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
か
ら 

 
村
内
に
あ
る
集
積
所
の
状
況
も
大
分
整
頓
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
努
力
を
さ
ら
に
住
民
と
と
も
に
続
け
る
こ
と
が
、
危
険
物
や
資
源
物

の
混
入
を
さ
け
、
少
し
時
間
は
か
か
っ
て
も
行
政
も
住
民
も
本
質
的
に

ゴ
ミ
問
題
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
実
践
的
に
も

す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

袋
指
定
の
有
料
化
に
よ
る
ゴ
ミ
問
題
解
決
の
必
要
性
は
、
ど
こ
に
も

見
当
た
り
ま
せ
ん
。 

 

― 

内
容
は
、
村
発
行
の
資
料
よ
り
抜
粋 

― 

〔説明の概要〕 

 村独自のゴミ袋を作り有料販売し、使用を義務づける。「ゴミの資源化の促

進」、「住民の排出ゴミの減量及び資源物分別等の意識の高揚をはかる」、最

終的に「ゴミの減量化及びＣＯ２の排出量削減」をめざすことを目的とする。「東

海村一般廃棄物処理施設運営協議会」からも早期の袋指定実施の意見が出

ており、県内で未実施自治体は本村のみとなっている。 

村の廃棄物の総合計量は、01 年度 16,030ｔ、02 年度 21,548ｔ、03

年度 22,617ｔ、04 年度 27,767t、05 年度 21,702t となっている。 

 住民のゴミの出し方は、24種類に分別し、そのうち21種類は資源物

としてリサイクルし、可燃ゴミの減量化に努めています。特にペットボト

ルやその他の排プラスチックの出し方は、他市町の模範となるほど分

別が優れていると言われている。 

現在の黒い袋でのゴミ出しは、危険物（ガスボンベ等）や資源物が

混入している場合があり、職員の怪我や焼却炉の破損が心配される。

こうしたなか、住民主体の組織として「東海村地球温暖化対策地域協

議会」が設立され、住民の立場としてのとりくみを協議し実施する。 

 

７～９月は袋の無料配布期間。 

10 月から本格実施とし、07年度は、売上見込み額約 2,700 万円、 

純利益は約８００万円見込まれる。これにより、住民還元事業として

新たなサービスを提供。今後、説明会・懇談会等で周知をはかる。 

〔 

予
定
価
格 

〕 

有
料
化
で
ゴ
ミ
は
減
る
の
で
し
ょ
う
か 

･
･
･
 

私
た
ち
は
こ
う
考
え
ま
す 

「ゴ
ミ
は
発
生
も
と
の
生
産
企
業
の
責
任
を
明
確
に
」

村提案の「袋指定」って？




